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Vela X-1 は中性子星と B 型大質量星からなる食を起こす大質量 X 線連星であり、約 9 日の軌道周期と 283 秒
のパルス周期を持つ。今回、Ｘ線分光撮像衛星 XRISM により、2024 年 1 月 4, 5日と 5 月 20 日に、それぞれ合
計 67 ks、13 ks の Vela X-1 の観測が行われた。この衛星に搭載されたX線カロリメーター「Resolve」で得られ
たスペクトルには、Feの輝線として、Fe I Kα, Kβ、Fe XXV Kα、Fe XXVI Kαが検出された。また、Fe I Kα
に付随するコンプトンショルダーとも解釈できるの兆候が検出された (斉藤 他 2023年度日本天文学会秋W33a)。
また、5月 20日の観測では、7.47 keV付近に Ni Kαのと考えられる輝線も検出された。等価幅は約 7.5 eVで、
中心エネルギーは実験室系で測定されるものより 3.9+2.4

−2.6 eVだけ低エネルギー側にシフトしていた。過去にあす
かやChandraといった従来の衛星によってVela X-1でNi Kα輝線の兆候が確認されているが (Sako et al. 1999,
R.Amato et al. 2021)、Kα1とKα2が分離できるほど明確に検出されたことは初めてとなる。また、Ni/Feのエ
ネルギーフラックス比は (6.3+1.9

−1.8) × 10−2であり、組成比が本天体の中性子星を作った超新星での爆発的元素合
成による場合、親星の進化や爆発機構に言及できる可能性がある。本講演では、Vela X-1の軌道位相で分割した
解析結果を報告するとともに、他の大質量 X 線連星も含め、Ni輝線について調査した結果について議論する。


